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スニヤエフ：ここは素晴らしい
研究所ですね。
吉田：ありがとうございます。
スニヤエフ：とても興味深く見
せてもらいました。
吉田：大規模天文サーベイの
「すばるハイパー・シュプリーム

カム（HSC）サーベイ」も含め、
全てがうまくいっています。
スニヤエフ：あなたもHSCに参
加しているのですか?
吉田：はい、試験観測ではない

本当のデータと本当の結果がも
うすぐ得られます。
スニヤエフ：それは結構なこと
ですね。あなたがマックス・プ
ランク天体物理学研究所にいた
頃のことを思い出します。
吉田：大学院生でした。
スニヤエフ：今、本郷キャンパ
スにいるのですね。Kavli IPMU

ではなく物理教室で研究してい
るのですか?
吉田：60%の時間を物理教室に、
40%をKavli IPMUに案分して
います。
スニヤエフ：それは良い時間配
分ですね。
吉田：有効に活用できています。
では、本題に入って、今日伺いた
い話が幾つかあるのですが、最
初は「自立」についてです。特
に、いかにして科学者として自
立するかということです。あな
たが自分は優れた科学者になる
だろうと初めて自覚した、ある
いは十分自信が持てたのは、ど
んな時でしたか?
スニヤエフ：難しい質問ですね。
今までそういうことを考えたこと
はありませんが、科学者になり
たいと悟った時があったと思い
ます。学生のときは何に興味が
あるか分からないものですが、
興味をもつことと、実際何かを
するべきであるという信念とは
非常に大きな違いがありますから、
それは非常に重要な時でした。
吉田：そうですね。
スニヤエフ：二番目の時点という
のは、これができると本当に確信
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を持ち始めた時のことですか?
吉田：はい、研究を続けていける
と実感できた時などありましたか。
スニヤエフ：私はソビエト社会
主義共和国連邦科学アカデミー
の応用数学研究所でヤーコフ・
ゼルドビッチのグループで研究
していました。彼は非常に優れ
た能力をもつ科学者として有名
で、また非常に幅広い興味をも
った人でした。彼は私を彼のグ
ループとは違う人たちのところ
に科学の議論をするために送り
出し、またそこで一緒に研究す
るように勧めたのです。私はた
ちまちのうちに、優れた科学者
にもグレードに違いがあること
を悟りました。ゼルドビッチは
非常にグレードの高い科学者で
す。科学の非常に狭い領域で研
究していて、その領域のことは
非常によく知っている人たちも
います。それから、私たちが研
究していたことを議論するた
め、また具体的な非常に狭い課
題についてアドバイスをもらう
ようにとゼルドビッチが送り込
んだ先の人たちと交流するだけ
で、私はある領域ではその時既
に正教授の地位にある人たちの
レベルにさえ達することができ
ると悟りました。これは重要な
ことでした。それから私は彼ら
のうちの、例えば実験研究者と
一緒に研究を始めました。実験
研究者は大したものです。彼ら
の生活は理論家の生活よりはる
かに大変です。嬉しいことに、
ある時点で自分がこういう実験
研究者のために極めて役に立つ
のではないかと認識することに
なります。彼らのところに行き、
彼らのデータを色々なところに
使えることを話し、そのデータ
を解釈する最も良い方法を試み
るのです。そうすると自分独自
の仕事を見つけることができ、
そこで自分が優れているという
ことが分かります。

吉田：自分自身の価値を見出し
たわけですね。
スニヤエフ：価値だけではあり
ません。私は、その仕事で多く
の人たちと競って勝つことがで
きるということも分かりまし
た。私は非常にうれしく思い、
ゼルドビッチもそれを認めてく
れました。ゼルドビッチと一緒
に書いた論文の幾つかは、大変
な成功を収めました。時々、私
はそれがなぜかを考えますが、
一つの理由はこういうことだと
思います。私は非常に早い段階
で、どうすれば理論の結果を観
測できるようにできるかという
ことに興味をもっていることを
認識しました。私の周りの理論
家の多くは、単に理論の中で、
理論のために、理論をさらに発
展させるためだけの目的で研究
していました。私は、また、何
が観測可能かを見出すという私
独自の仕事を見つけたのです。
吉田：興味深いお話ですね。
スニヤエフ：おかげで私の生活
は、はるかに面白くなりました。
また、私はゼルドビッチと一緒
に研究する以外のことが可能で
あると知りました。ある程度自
立できたのです。これは非常に
役立つことでもありました。私
が友人のニコライ・シャクラの
ような　彼とはブラックホール
への降着について研究しました
　他の若い人たちと研究する
のをゼルドビッチは喜んでくれ
ました。私には多くの優れた学
生がいました。学生たちは役に
立つだけでなく、優れた学生と
一緒に研究することは喜びでも
あり、私は彼らに非常に感謝し
ています。学生たちの貢献は多

吉田直紀さんは東京大学理学系研究
科教授とKavli IPMU教授を兼務して
います。1996年に東京大学を卒業後、
2001年にマックス・プランク天体物理
学研究所で博士課程を修了し、2002
年にミュンヘン大学から理学博士の学
位を取得しています。
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大ですが、彼らが有能であれば
彼らから学ぶことも多いので
す。彼らはそれほど忙しくない
し、私たちよりずっと速く学び
ます。ある時点で彼らは競争力
をもち始めます。若手と一緒に
研究するのは非常に役に立ちま
す。是非そうするべきです。
吉田：なるほど。今のお話は30

歳くらいの時のことですか?
スニヤエフ：25歳から27歳の頃
と思います。
吉田：それから非常に自信をも
ったのですね?
スニヤエフ：そうだと思います。
それから、ゼルドビッチと一緒に
研究を始めた当初は、私がやっ
ていることが難しくて余り速く
進まない時、彼は結構厳しかっ
たですね。私と話をする時間は
ないというそぶりをし、時には
半ば無視されました。それは私
にとって何とも実に情けない感
じでした。
吉田：分かります。
スニヤエフ：しかし、新しい結果
が得られて彼に「新しい結果で
す」と言うと途端に夢中になっ
て「よし、議論しよう」と言い
ました。多分彼の態度は、私を
もっと努力させようという彼の
意図を示す方法に過ぎないとい
うことに私は気がつきました。
吉田：やる気を起こさせようと
いうことですね。
スニヤエフ：ええ、そういうこ
とですが、ある時点で、彼は私
と一緒に研究することが楽しい
のだと分かりました。最高の気
分でした。彼が自分に興味をも
ってくれていたのです。彼はと
ても有能で、とてもよく知られ
ている人でした。これは、自分
が決して彼に避けられているの
ではない、ということも示して
いました。良い気分でした。
吉田：とても参考になります。あ
なたのお話は若い人たちにとっ
て非常に励みになると思いま

す。この質問をしたのは、それ
が理由でした。

スニヤエフ：それは重要ですが、
世の中は変わっていきます。人
の振る舞いも変わるし、指導教
員と学生の関係も、現在は私が
研究を始めた時代のものと非常
に違っています。また、教授と
学生の交流もアメリカ式あるい
はアングロ・サクソン式のやり
方は、私が若い頃ロシアやソ連
で受け入れられていたものとは
非常に違います。
吉田：ロシアやソ連では少し違
ったスタイルだと想像します。
研究室全体が家族的であった、
また指導教員を中心とした序列
的な雰囲気のようなものだった
のではないかと思いますが…
スニヤエフ：ソ連では序列性が非
常に強いものでした。ドイツで
も同じでした。研究者はうまく
いっている場合は実質的に研究
生活全般を通じて同じグループ
にいるのが普通でした。これは
アングロ・サクソン式のやり方
と全く違っていました。アメリ
カでは、どんどん違う場所に移
動して、より多く学ぶことが重
要です。しかし、ロシアでは多
くのグループでボスが最高指導
者のような役割をし、その理論
を第2順位の者が最初に修正し、
という具合に進みました。遂に
は“seventh approximation＊”
になってしまいます。一つの方
向からは非常に深く掘り下げる
ことができますが、幅広く考える
ことができないため　そうするた
めの条件は遥かに困難でした　、
別の方向からの進歩は非常に遅い
ものでした。
吉田：とても興味深いお話です。
若手研究者の多くはどこかの時
点で自立しようと苦労しますか
ら。学生としては、余り深く考

えなくて技術を習得することは
あります。しかし、いずれは自
立したいわけで、その方法は人
さまざまです。
スニヤエフ：ええ、その通り個
性や人格によります。また、何
に興味があるかにもかなり依存
します。ゼルドビッチは、人が
興味をもつものに好意的でし
た。私が最初に彼のところに行
った時、彼は「君は何に興味を
持っているのかね?」と聞きま
した。当時、私はかなり数学が
できましたが、彼には物理的過
程が好きだと話しました。私は、
例えばガスチェンバーや他の素
粒子検出器の中で起きている物
理的過程を学ぶことに興味があ
りました。そこで彼は物理の素
過程の研究が必要な場に私を導
こうとしました。これは興味深
く、私の研究にとって非常に役
立つ部分になりました。

吉田：なるほど。大変興味深く
参考になります。さて、次は少
し関連した質問です。私はいつ
もロシアあるいは以前のソ連の
システムに色々感銘を受けてい
ますが、一つ知りたいのはこう
いうことです。全国的に優れた
才能を持つ若者を探すプロセス
があるに違いないと思います。
あなたはタシュケント出身です
が、後にモスクワに行きました。
ですから、中央に集中させるシ
ステムもあるに違いありません。
ロシアでは、それらをどういう
風に運用しているのですか?
スニヤエフ：ソ連のシステムを
お話ししましょう。非常に強い
中央集中制でしたが、そういう
国は他にも数多くあります。例
えばフランスでは、若者は皆あ
る段階でパリに出ることがキャ
リアを形成する上で重要である
と理解しています。

吉田：しかし、ソ連では高等学
校レベルでさえそういうシステ
ムが機能していたと思います。
スニヤエフ：タシュケントにはい
くつか大学がありましたが、モ
スクワやレニングラードの大学
よりレベルが低いと当時は誰も
が知っていました。しかし、高
等学校は結構良かったのです。
吉田：高校の先生たちもすばら
しかったのですか?
スニヤエフ：高校の先生たちは
良かったし、学校も良かったの
です。しかし、なぜかわかりま
せんが一番できる生徒たちはや
がてモスクワに行くことが良い
ということを知っていました。
吉田：なぜかをご存じないのです
か。私の知りたいのはまさにそ
の理由あるいは経験なのですが。
スニヤエフ：科学や最新のこと
を勉強したければモスクワに行
く方が良いということは聞いて
いました。最も優秀な人たちは
定常的にモスクワに行く流れが
あることを私たちは知っていま
した。例えば、タシュケントの
教授が本当に優れていたら、彼
はある時点でモスクワに招待さ
れました。もしある劇場に本当
に優れたバレーのスターがいた
ら、モスクワが招待しました。
ですから、人々はモスクワに行
ったのです。私には、別のエ
ピソードが極めて重要でした。
17歳の時に全く何の準備もな
いままオリンピアードに参加す
るように招待されたのです。何
のことかご存知ですか?
吉田：はい。数学や物理のコン
テストのことですね。
スニヤエフ：私は中央アジアと
カザフスタンの数学オリンピア
ードに招待されたのです。現在
は独立国になっていますが、ウ
ズベキスタン、タジクスタン、ト
ルクメニスタン、カザフスタンは
5つのソビエト共和国でした。
当時、多分総計5千万人ほどが

指導教員と学生の関係

優れた才能をもつ若者を見つけ出
すロシアのシステム

＊ アメリカで1960年に「包括的土壌分類体系第7次試案」として公表され
た新しい土壌分類方式。矛盾を克服するために次 と々定義の数を増やし
たり、余りに形式主義的過ぎるという批判もあるという。（参考:菅野一郎、
ペドロジスト 15 (1971) 43）
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住んでいました。それぞれの最
優秀校から生徒たちがタシュケ
ントに送られ、またタシュケン
トから高校生数人がこの数学の
競争に招待されました。どうい
う訳か知りませんが、私はコン
テストで優等で、そしてソ連全
体のオリンピアードに参加する
ためモスクワに送られました。
私はモスクワ大学の寮に滞在し
ましたが、大変感銘を受けまし
た。私のレベルの理解では、大
宮殿でした。巨大な建物で、す
ごく立派でした。内部に劇場が
あり、学生のために非常に良い
食堂やレストランがありました。
全てが素晴らしいものでした。
多くの若者がいました。私は、
非常に強い印象を受けました。
　私は数学の学生と一緒の部屋
で暮らしていました。この学生
は別の大学（モスクワ物理工科
大学）があることを私に話して
くれました。それほど魅力的な
場所ではありませんでしたが、
学生はもっとましでした。その
大学は入学試験が1ヶ月早く行
われたので受けに行くことにし
ました。競争率は11.5倍でし
た。なぜかわかりませんが、私
は合格し、入学を許されました
が、楽な生活ではありませんで
した。入学後、私を含めて5人
が一部屋に住み、何もかも違っ
ていました。そして、そこでは
勉強に次ぐ勉強と非常に手強い
試験という非常に圧迫感のある
システムでした。しかし、それ
でも大丈夫でした。教授陣は実
にすばらしかったので、私はそ
の大学に非常に感謝していま
す。私たちを教えてくれた人た
ちは、非常に優秀でした。
吉田：あなたの学友たちにとって
もそれは同じようだったのでは
ないかと思います。多分、彼ら
の一人はウラジオストックから、
もう一人はサンクト・ペテルブ
ルグから、といったようにモス

クワからだけでなく、ソ連のあ
ちこちから集まったのですね。
スニヤエフ：ソ連全体からきて
いました。
吉田：それはシステムとして大
変機能していますね。

スニヤエフ：ソ連が崩壊して多
くの独立国ができた時、以前ソ
連を形成していた別の共和国の
人たちをロシアの最高レベルの
大学には受け入れないという動
きがありました。当時、私はロ
シア科学アカデミーの友人たち
と、ロシアの指導者たちと教育
省に手紙を書こうと一致しまし
た。その手紙には次のようなこ
とが書かれていました。「もし
ロシア科学アカデミー会員を考
えてみれば、彼らはモスクワ出
身者だけでないことが分かるで
しょう。才能は一様に分布して
いるので、全国から集まってき
ています。彼らは何らかの方法
でモスクワに来て学び、アカデ
ミーに所属するようになり、モ
スクワ大学等の最も優れた教授
になりました。もし今やロシア
の外となった全国の半分からの
人々がモスクワで学ぶことを許
さなければ、彼らを失うだけで
す。これらの人々が受け入れら
れ、学ぶことができるなら、そ
れはロシアにとってより良い途
でしょう。」私はそれがどう作
用したのか知りませんが、現在
多くの大学が以前のソ連の領土
全体から最も良くできる学生た
ちを無料で受け入れています。
吉田：本当に無料で、ですか?
スニヤエフ：学費を払わなくて
良いのです。ほとんどの共和国
には石油鉱床が無いので、貧し
いためです。例えば、ソ連時代
タシュケントは非常に豊かな都
市でしたが、現在はモスクワに
比べて貧しいのです。

吉田：たしかに現在はそうかも
しれませんね。
スニヤエフ：全てがシステムと
しては簡潔です。最高の学生た
ちは最高の大学で学ぶことがで
きます。しかし、当然ですが入
学試験で競争しなければなりま
せん。成績が非常に優れていれ
ば学費が免除されます。これは
非常に重要な点ですが、人数に
制限はあります。正確には知り
ませんが、毎年規定が変わって
います。例えば、経済学系の大
学に入学しようとすれば学費を
払わなければなりませんが、物
理など科学系の大学に入学しよ
うとすれば、優秀である限り学
費を払わずに済みます。
吉田：なるほど。現在でも、物
理学や基礎科学は、ロシアの若
い学生に人気があり、最も専攻
したい科目なのでしょうか。
スニヤエフ：いいえ。残念なが
ら全く変わってしまいました。
吉田：本当ですか?
スニヤエフ：若者たちの多くは
高給などを得やすい職を望んで
いますが、それは世界中の傾向
と同じことです。私が若かった
時代には、物理学や基礎科学は
極めて人気が高く、ほとんどの
若者はその類の学校に入学しよ
うとしていました。多分、日本
でも同じだったと思います。
吉田：ええ、似ていました。日本
では現在でも物理や基礎科学が
高校生にそれなりに人気があり、
興味をもたれたりしていますが、
明らかに全体としては興味の度
合いは減ってきている と感じ
ます。なにしろ、他に面白いも
のがたくさんありますから。
スニヤエフ：しかし、多くの人
たちが、例えば生物学や生命科
学には大いなる未来が期待され
ると理解していて、若者たちは
そちらに進んでいます。
吉田：そうですね。
スニヤエフ：タリンで開催され

たゼルドビッチ生誕100周年記
念の会議に参加してきました
が、有名な人たちが何人か出席
していました。彼らは教育シス
テムについての考えを聞かれて
いて、誰かが「あなた方は自分
の子供に天文学に進むように勧
めますか?」と聞きました。皆、
自分の子供たちの仕事を話しま
したが、これらの著名な天文学
者の子供達は誰一人として天文
学をやってはいませんでした。
一人、二人物理をやっている者
もいましたが、大多数は生命科
学と経済学でした。
吉田：おおよそ想像がつきます。
しかし、私は普段学生たちに、
天文学は多分少なくとも今後
20年は非常に素晴らしい時代
が続くだろうと言っています。
スニヤエフ：私も疑いもなく次
の25年間は天文学の華々しい
時代となるであろうと考えま
す。素晴らしいアイディアだけ
でなく、天文学をリードする諸
国が建設する素晴らしい観測装
置が期待できるからです。
吉田：その通りです。
スニヤエフ：こういった観測装
置は膨大な情報をもたらすこと
になり、素晴らしい科学的成果
を上げるためにデータを処理し
たり、それを解釈する有能な人
たちが必要になります。
吉田：全くその通りです。私は本
当に天文学が才能のある若い研
究者を輩出すると考えています。
スニヤエフ：そうですね。しかし、
生命科学も間違いなく非常に成
果を上げるでしょう。
吉田：生命科学では研究するべ
きことが数多くありますが、私
はそれでも天文学が好きです。
スニヤエフ：天文学は非常に良
いですね。私はあなたに同意見
ですが、天文学はまだ物理学よ
りずっと規模が小さく、物理学
は今や生命科学よりはるかに小
さいのです。同意されますか?

最高の学生たちは最高の大学で
学ぶ
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吉田：確かにそうですね。非常
に面白い視点です。さて、3番
目の話題ですが、特に基礎科学
にコンピューターを用いること
についてお聞きしたいと思いま
す。この点では、私は複雑な心
境です。コンピューターの能力
や有用性は認めますが、一方で
コンピューターが、真の、ある
いは根源的な理解に至る上で重
要な役割を果たせるのか、未だ
に確信がもてません。ご存じの
通り、私はコンピューター・シ
ミュレーションを主要な研究手
段として用いていますが、常日
頃この種の研究活動が本当に極
めて根源的なことに到達可能で
あろうかと自問しています。
スニヤエフ：私自身はコンピュ
ーターが現れたことは実にすば
らしいことだと思います。なぜ
なら、以前、私は計算尺を使っ
て大部分の論文を書いていまし
た。それからどのようにしてコ
ンピューターが私たちの生活の
一部として益々役に立つように
なってきたか、見てきました。
吉田：実際、非常に役立ちます。
スニヤエフ：天体物理学と宇宙
論の数値計算は最大級のスパコ
ンを使用しており、最も急速に
進展している科学分野の一つで
す。しかし、私は今日の生活は
コンピューター無しでは、実際、
不可能という話から始めたいと
思います。第1に、コンピュータ
ーのおかげで私たちの生活はず
っと簡単になりました。例えば、
私の若い頃、ロシアでは、正確
な数は知りませんが一日中タイ
プを打っている百万人もの秘書
たちがいました。
吉田：そんなに多くですか。
スニヤエフ：今や、秘書がタイ
プすることはほとんどありませ
ん。誰もがコンピューターを使
って非常に速く、簡単にタイプ

しています。これはコンピュー
ターが膨大な数の人たちの代わ
りをするようになった変化の単
なる一例に過ぎません。第2に、
当時は計算するのはかなり大変
で、単純な問題でさえ、近似的
方法を用いたり、数表と特殊関
数を使ったりして解くために
は、多くの時間を費やさなけれ
ばなりませんでした。コンピュ
ーターはこれを実に簡単にやっ
てのけます。マセマティカやそ
の他多くのプログラムが、実際、
簡単な数学を使うことをずっと
楽にしてくれました。一日中座
って計算尺で計算する必要はあ
りません。しかし、これはコン
ピューターが非常に役に立ち、
非常に重要な一面に過ぎず、コ
ンピューターは益々役に立つだ
ろうと思います。ある段階では
論文に影響を与えることも可能
になるでしょう。コンピューター
は論文を出版したり、編集した
りすることができます。コンピ
ューターは色々なことができる
ので、今後も極めて役立つでし
ょう。しかし、一つ疑問があり
ます。コンピューターは完全に
根源的な事を学ぶことができる
だろうか? これには2つの可能
性があります。第1の可能性は、
非常に深遠な数学を構築するこ
とです。私はそれにはまだ人間
が必要と思います。いつまでそ
うであるかは分かりませんが。
吉田：その話で、あなたやアレ
クサンドル・カンパニエーツや
レオニード・セドフのようなロ
シア、あるいはソ連の偉大な科
学者を何人も思い出しました。
スニヤエフ：アカデミシャン・セ
ドフとカンパニエーツ教授は重
要な解析解を発見し、また現在
良く知られている方程式を導き
ました。これらは常に役立つし、
またしばしば必要でもあります。
吉田：あなた自身も数学的ある
いは解析的な手法が必要だと思

われるのですね。
スニヤエフ：この分野ではコン
ピューターがすぐ人間にとって
代わることはないと思います。
こういう面では人間はまだ非常
に良くやっていて、また直観に
よるところが大です。ここでは
私たちの脳が、恐らくかなり長
い間最も強力なコンピューター
と競い合うかもしれないと考え
ます。成算はあると思います。
吉田：多分そうでしょう。
スニヤエフ：それから、多くの
ことが分かるけれども、全ての
結果を数値的に推測することは
できない複雑な問題がありま
す。明らかにここではコンピュ
ーターは不可欠で、多くのこと
を与えてくれます。シミュレー
ション無しでは、つまりこれら
の巨大な計算資源無しでは、進
展は遥かに遅いものになるでし
ょう。ですから、コンピュータ
ーが使えることはすごいことだ
と思います。しかし、ここでも
解析解は極めて重要です。もし
何かの厳密解を知っていれば、
常にすべてが正しいかチェック
できるからです。これも非常に
重要で役に立つことです。しか
し、私は大きな計算機設備をも
たない科学に立ち返ることは既
に不可能であると思います。
吉田：私はいつも自分や学生に
その質問をします。一種のバラ
ンスを保つためです。
スニヤエフ：ええ、バランスを
保つべきですが、コンピュータ
ーは私たちの生活を変えたと思
います。普通の生活にさえ、既
に電卓が役立ちました。しかし、
今や私たちが持っているもので
多くの簡単な問題を解くことが
できます。何が簡単かというと、
今やどんな微分方程式でも解け
ますが、それは200年前には非
常に難しいことでした。現在は
大した科学ではありません。単
に役に立つだけです。

吉田：そうですね。
スニヤエフ：私は、古典的数学
のこの役に立つ部分を忘れない
ことが重要だと思います。
吉田：非常に興味深い見方です。
これで私はお聞きしたいことを
全部伺いましたが、何かご質問
とかご提案はありますか?
スニヤエフ：いえ、Kavli IPMU

に来たのは初めてですが、日本
で本当に国際的な研究所を見て、
ドイツ、オーストラリア、アメリ
カ、ロシアから来ている若手と
話し、大変うれしく思いました。
皆満足そうで、この研究所の首
脳陣が楽しく研究できて興味の
もてる雰囲気を創り出してくれ
たと言っています。それは素
晴らしいことです。それから、
Kavli IPMUのビジタープログラ
ムは本当に優れた若手を招へい
しており、とても良いものに見
えます。年配の研究者だけを招
へいするのは間違いです。今現
在活発に研究している人たちを
招へいすることが重要で、まさ
にその通りになっています。
吉田：ありがとうございます。
お褒めいただいて感謝します。
スニヤエフ：いや、褒め言葉で
はありません。本当にそう見え
るし、Kavli IPMUの将来は素晴
らしいものになるに違いありま
せん。ロシアではまだ似たよう
な雰囲気を創り出すことができ
ません。私はそれがとても残念
です。そういう試みはありまし
たが、基礎科学では国際的でこ
こと同じように自由に議論でき
る場は、恐らくサンクトペテル
ブルグのオイラー国際数学研究
所を除いて、無いも同然です。
吉田：これからもずっとKavli 

IPMUに注目していただき、ま
た将来色々ご意見をいただけれ
ば大変ありがたいと思います。
スニヤエフ：ありがとう、喜ん
でそうします。
吉田：ありがとうございました。

基礎科学におけるコンピューター
の役割


